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い
わ
き
七
夕
ま
つ
り

▲一生懸命、七夕飾りを作った園児たち（平第一幼稚園）

▲東日本国際大学の生徒と商店会によるササ竹の設営

▲まちを彩る七夕飾りの設営 ▲笹飾りコンテストの特賞に輝いた作品（ビッグベル化粧品）▲笹飾りコンテストの特賞に輝いた作品（ビッグベル化粧品）

　
１
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
ち
、
い
わ
き
駅
周

辺
の
発
展
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
夏

の
風
物
詩
「
い
わ
き
七
夕
ま
つ
り
」
。

　
今
年
は
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
３
日
間
の
開
催

と
な
り
、
七
夕
飾
り
に
彩
ら
れ
た
街
並
み
に
は
、

た
く
さ
ん
の
に
ぎ
わ
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
い

わ
き
駅
周
辺
に
あ
る
各
商
店
会
と
全
体
的
な
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
「
い
わ
き
七
夕
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
。

　
各
商
店
会
、
飾
り
、
食
、
伝
統
芸
能
な
ど
の

多
彩
な
魅
力
に
触
れ
、
市
民
の
方
々
に
い
わ
き

の
魅
力
を
感
じ
、
い
わ
き
の
夏
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
、
実
行
委
員
会
の
七
夕
に
込

め
た
願
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
こ
の
「
い
わ
き
七
夕
ま
つ

り
」
に
ど
の
よ
う
な
思
い
出
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

　
七
夕
飾
り
を
見
上
げ
な
が
ら
屋
台
を
楽
し
ん

だ
幼
少
時
代
、
七
夕
飾
り
と
同
じ
よ
う
に
華
や

か
な
浴
衣
を
着
て
出
か
け
た
青
春
時
代
な
ど
、

ど
の
時
代
も
必
ず
ま
つ
り
を
彩
っ
て
く
れ
た
七

夕
飾
り
。

　
し
か
し
、
近
年
は
、
資
材
高
騰
や
高
齢
化
な

ど
に
伴
い
、
七
夕
飾
り
の
伝
承
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
も
実
行
委
員
会
や
各
商
店

会
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
歴
史
と
伝

統
を
守
り
な
が
ら
、
い
つ
の
時
代
も
夏
の
思
い

出
を
刻
ん
で
く
れ
る
「
い
わ
き
七
夕
ま
つ
り
」
。

　
七
夕
飾
り
に
込
め
た
皆
さ
ん
の
願
い
が
ど
う

か
叶
い
ま
す
よ
う
に
。
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い
わ
き
花
火
大
会

　
今
年
で
68
回
目
を
迎
え
た
「
い
わ
き
花
火
大

会
」
。
今
回
は
、
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な

り
、
約
一
万
発
の
花
火
が
小
名
浜
の
夜
空
を
鮮

や
か
に
彩
り
、
訪
れ
た
人
々
に
感
動
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
い
わ
き
花
火
大
会
を
支
え
て
い
る
の
が
、

約
２
０
０
名
、
８
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る

「
い
わ
き
花
火
大
会
実
行
委
員
会
」
。

　
本
実
行
委
員
会
で
は
、
海
遊
祭
、
い
わ
き
お

ど
り
小
名
浜
大
会
、
花
火
大
会
の
三
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
運
営
。
協
賛
金
調
達
か
ら
会
場
設
営
、

警
備
や
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
全
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
る

資
金
不
足
や
人
出
不
足
な
ど
で
中
止
と
な
る
花

火
大
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
花
火
大
会
が
こ
う
し
て
盛

大
に
開
催
で
き
て
い
る
の
は
、
協
賛
に
協
力
い

た
だ
い
た
企
業
や
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
の

協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
「
い
わ
き
花
火
大
会
の
長

い
歴
史
と
文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
花
火
を

希
望
の
光
と
し
て
市
民
に
届
け
た
い
」
と
い
う

実
行
委
員
会
の
熱
き
想
い
が
花
火
の
一
瞬
の
輝

き
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
花
火
と
い
う
地
域
の
誇
り
を
つ
な
ぎ
、
そ
の

思
い
を
地
域
企
業
と
市
民
が
支
え
合
う
こ
と
で

完
成
す
る
「
い
わ
き
花
火
大
会
」
。
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も
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、
最
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に
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す
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を
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さ
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い

希
望
の
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を
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や
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い

▲一年間もの長い期間、準備を重ねてきた実行委員会

▲多くのボランティアスタッフが早朝から深夜まで活動

▲グランドフィナーレ後、花火師から会場へ感謝のサイン▲初公開！？大迫力の打ち上げの様子（西防波堤）
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いわきおどり（平）

四
倉
ね
ぶ
た
と
い
わ
き
お
ど
り
の
夕
べ

四
倉
ね
ぶ
た
と
い
わ
き
お
ど
り
の
夕
べ

四倉花火大会　　　　　　 いわき花火大会（小名浜）

なこそ夏まつり

夏井川流灯花火大会（平）

夏夏祭り祭り
いわきのいわきの

2 0 2 32 0 2 3
　感染対策を取りつつ、本格的な夏祭りが各地で開かれました。
　私も「いわきおどり」を楽しく踊りました。沿道の歓声や人流は、まちを大いに
活気づけました。
　しばらく暑さが続くと思われますので、時に身も心もリフレッシュし、子育て、
家事、仕事、勉強なども疲れをため過ぎず、楽しみも取り入れて進めましょう！

いわきの夏、完全復活！ いわき市長　 内田 広之

やっぺおどり大会（常磐）
いわき湯本温泉　観音山
仮装盆踊り＆花火大会

いわき七夕まつり（平）いわき七夕まつり（平） 金魚つかみ大会（常磐）

いわきおどり小名浜大会いわきおどり小名浜大会

い
わ
き
回
転
や
ぐ
ら
盆
踊
り
大
会
（
内
郷
）

夏夏祭り祭り
いわきのいわ きの

2 0 2 32 0 2 3

　各地域で刻まれた “夏の思い出”。
　本ページでは、「躍動感」と「表情」をテーマに、夏祭りの様子をお届けします。
　来年は、これまで行ったことのない祭りに出かけたり、踊り手として参加したり、
いわきの夏をより一層楽しんでいただき、盛り上げましょう。
　
　本ページで紹介しきれなかった写真は、市ホームページに掲載していますので、
ぜひご覧ください。


